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カーリツトを使用する成型装嚢に就て

(q わ 24年 7月 9日 交 Jl)

jG 田 寛 雀

(JN光t奴工夫作土ケ着工甘)

り 耕 ij

柑兼の特殊な形状によ .)生ずる .WtJnrOtC恥ct

(hTcurnntlt)eqeCt)の辞乳性班は磁力m小の方向蛙

t･和 】Jした年功の兵批 ;今次大軌こ際して軌 l】化され

たが.米畑に於て之を平時に深ま方尚の建地に制川す

べく各蝿のFC政が行われ,一部見111化された較切であ)II
る｡之等の!4地 主の一斗を文軌 こよI)知るZPが出来

たのでカーy'トS,脚 】してbhAPedcbrgeを作っ

て約 すろ布とした｡

ShAPdch.ArsetFlI化の雑 婚 として5t:づ町題
■1

漁の Sltntd chargeの項Plのま化に搾うXeumtln

鮒 D大小をJl鰍 軌こII)比較しカーヤクトをIm J

する甘合の雌 状をまめろ布とした.
次に客辞の力作上の脚 を考えて実包外flePち各署

のtf触 】何により h-I:llm Zl鼓果がとの四矧 ヒナ

ちかを,秤転,11●坂.ポーJL軽で粥辞し鮮f'･竣妖

成軸 とEal脈 成湖 をLt佼した｡

又ShELPCttChargeを聖ではTLく班扱的に羊lIfJLた
せ合V宰罪の蜘 包を蚊川してR段しその故g!を
識べた.

f.?れ序が逆になるがE]痔の釜石銭粟恥 こ於て昏石の

小的gWILにb]枇 弧 雅を促川して- この時は兼

だ形状が拙めて不沌足であったが-一紙石の歓故臥蛇

の大5-さと雌HJ姓氏の搬係をti除し,廿皿の白けL法及
胡j二法と比較した｡

又丸大下村助汝22が拝聞m小二於て拭扱きJした時の

塊状をお雌きしたので.甘木セノント西多摩工場の石

衣鰍 こ封して行った2,3のFt5M 王とJtzに軸督すろ.

皿 t生 魚 経 過

(l) 鵬 に上る耶

1 加糞匹成献 策の頂角に放て
ポー ,̂撫で細 を作っても或る軌腔の hTunr∝ 故

9!ほ湖tSru来ろの'C,7!皆の載合上N- ･̂搬 容器で
牡 を一定 (2COg汲 】50g)として項杓を鼓Iとさせ

何れがカ-Iクトに適してRtるかを紬 した.珊 托

元は次の池t)であるが.発の形状は軒Hこ71-.1 ｡

使用捉熊 兼 カー (舶 こ3.570

m'sec及:3,27O

tTLlscc)(蜘J雅丑 2

COg 及 zSDg供7it榔 媒さ

】Om/m軟掬振起棚方法 上鮮上I)6

旗馬前甘腎でたはきSL解 法 砂上の如 上に放きEは等はしない

ヱl濁F邑智J府角 (20)280°の冷食むらFJ等形の

牧舎は書inの即旬形実包の牧舎であるが,繍板は任

に凹む丈である｡妬○の甘合も始と同様でもろが 6

0°となると雨くNetl皿 InneFectをZBめ凹みの中

央に一致と凹んだ拝礼欝が出来る｡ 住lL姓盃には司らない｡

塙○,379,301'では何れもa]TfESのyi惑乱を生ずる

が,玉垣好Lの虹笹は 37°の包含が魚も小さい｡ t旦

し370のものは店○,30.に此し臥 IE蓮孔を生C経転の
姐悔ii5g抄;少なく丘

事Iも赤少ない｡450と30○○や合は殆どP]t:{･ある

が 450の方が▲輔脚 に瓜裂S･生じ煤力ji沖塩が

少ない稜である｡甘染抜茄のFFl副土讃 】に示す



事 2e d 2A
t (') (mm) (m･m

t 内 か 7(羅 凹 か 羅 ミ A斡7u【在
(ど) A(也 a) (m佃 ) (EWn))

1 90 58,1 58 ! 2CD l3Cz148 27 7(点せT

2 W 487 826 条 2CO 13dx13O 35 文iaせT

3 45 432 ,】013 2OO 12Ox12C i6 49xS2
カ

4 37 1D.3 ]205 2:D I一oxltO 34 10x40

5 30 371 Z39.S I 2∞ 】20JH20 36 57x57
6 37 351 ZQS8 y J鳩 nxSO 13 59xS9

7 爪JJ 狂信 50.0 7Iナ 682 ク 145 70x70 ]5 甘nせT

8 EWJ書 む昆 486 972 ト 2CO 匂 xW 14 7鼓せナ

l3 45 302 945 15C z30xJ30 37 -llX43

10 37 30.8 1092 / lSC ICSxICS 25 31×36

日 30 349 1288 750 日OxIZO 28 35x37

2TW脚 成醐 L=よろAl世丑 では外称肋 ;少なく伸ば牢としてへ十y-γ-y.
項m(i_370肺 か ;泉も鉄男と的の持tiz5'Ll枚の 10 蜘 T:(T等を用い'Cも丘頒川東なかったので.ベン

TdTZI書抜では,1g14が繁ってもⅠ50gで何れも又塾 入l7tを岨用L'=和 した｡

し.その比牧が定性的でもろので 3mm 接転を5枚 *-IクトのJa合は 心●,370,30'の巾 37'がJt

zBねて紬 した, も敢果的であり3枚注をJGnL,ベンA一,トの甘含

文集組の掛 (ヨ'_として媒及)に逝く彰菅を見る鍔 は¥ろ 300のカが鮒 であL)5枚や甘迩する.皮

T.(Tをir℡して持放しようとしたが , ポール欺容器 桝は炎2の放り｡

芸｣ L 望.､ヱ_JL ､ 顎I:I IL
I (り (mmH m2L) ■

別

S

tTe:

9

8

2

39

誰

か

39

沸

か

伯

37

30

鵜

37

∽

般EI 2枚u 3枚 Ll 4枚 E] 5枚

匪 ≡ ≡≡… 謹;還 苧 22…mm チa3苫mf'm

p Z! ' 3`

t l≡

)7×20 / 1.9 ◆ 30
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R酸方法は破較5枚S･双ねて砂上に吐き成些細 を したカ:,ブタ+瓜 ･N-ル続の砂合は横転のせきに比

その上にitき,亙土するポなく上部から6鼓屯泉℡甘 し抑■鉄条が少なく,斗合によっては牡地LTj:い事も

で丘促した｡ もろ｡

31糊 の甘文J二丈て 柑 ■鞍ほ辞書 28m巾 の帆 兼 カーI,I

d巧の3'TnlLner ｡̀材JtはfP ;Jtも良いと云わitて 【煙道 3,27Orq触 )2tX)g を使用した.虎it,兼3
倍ろが外用の叔父の野Yを見る13に斬 一11+1瓦 の通J).

ポーJL･接の甘合にttき甘幹覗吐邸 兼を伏JTIして柑



21 エ 燕 大 群 B 書 牡 か lle fFl*

甘 止 I P I J食 ■
Jl :.] 二 一･ ･. ー

至 芸: : 芋 蔓▲tL宅 でラ ー苧F T‡ ･.ア ミ r̀l'● V:一 丁't のfl a (g) tzTLm' (zyEn)

:号 . - ∴ ;; : ･三 ､ '■;'■

21(プI●横 9 22D SC.Ⅶ J3x18 5

22105,nm ト 23) n ズn 9xll Jx7 4 兼7i互Tも

23IポIA･& 220 SDx99 10x12 4 )9

'dS!8(弗庇汀と■31のPltlt生ずも｡

4 di棚 の虻用i･ZBでなくtiにJL和した埠合
成蜘 S･F'cT=くBttにTl目して脈 紬笹 V 字

空の亀1叫 也を作り書通の恥I状兼也と比較して,そ

ID輔 敦典をJt玩lこより棚 した,

始め客さをポー ･̂技で作り紬 し,丈にプI●坂如
春吉で比較した.

(A) t(-)L棚 を苫Dや合

葬h-III240gを吐けJL長さ30cTnで師 25:
a:の樺TJ.･(也とし.Jすさ3zTLFnの年鑑上に粧せ上ai

J=gl伽 を泊わせこの瀬 ui･6故甘管でG:煤した｡
(I)伽 33m/m のa]棚 ldl

(lり -i82日 tnlrnの正方形riEi

(lIt) 辺 V 串形EKiF

脈 は (1)でt._FJ!3の長引こわたって丘虫カ;

生じた丈で.旬btには至らないが.(n),(Ill)の砂合

には何れも熊也をIRせた部分丈が切bCされる｡

(b】 プリ◆粥辞世の甘合 (邦の i)

(Ll)の齢 と悶腿紅30叫/m長さ3(和m/mのb]Jr

顎及同好FAの39V串耶或側 をけさ0.StTLmのIr
g+転'C作り,鎌 か-タクト240g を入れ糊 蛤を

上郡に挿入してF51言72zIVm次 12cm/m の批親板

で紬 した｡

幹JB挑発王は四g傾 色では句曲する丈であるが成羽
淵 の刀はそのtiって依るLtA:{･完全に切EFされろ｡
(C) lTy◆月額23の齢 (非の 2)

額カー97トー20-490gを化TIJL荘 iOmm長さ
300m/m のb]V凪及同P,揃の迅 V串形bf転成榊

を作J).ルさ20m,rLlの脚 舷で紬 した｡成棚

のqt合は柿板に群缶させた籾合と.脚 の長さの 〆

ES)I.}23nm事暮してせい1.,秒令とを服 した｡

印棚 也では捕坂が巧曲して栂 にA如 ;山来た

のに粥し,成取組 の時は価 qAZFは79+の托片

時に上り鮎 b:切掛 LされたEb'4.1軌こ屯軌n来
ろ｡又Eh鋤 も比の接な形状では七肘させたqt合の

77が抜勅 ;Jlい寺である.

5.年珪扶雌

牛塊状の成毛描 く外榊 .三JlさIzZHn松 坂
1レAk)に糞ヵ-1フt230gを.Stめ先に拭Bした

恥iW のもの (ヵ-事'トl%g)と比較した9串ZI

a!の刀が･柿臥 ･技'Cある｡特に鞍転に棚 させで或る

短見書した尊全の鳶日掛土詳しい.成脚 の大きさ,
馳 及捌 状況は■2に示す如くでもろ｡iL 2

1

(



l 供 的 フグ法
成ろ可く穀何恭助にẐ-fl･朋 丈の射石 (まとして正
方也のもの)を丑びその一価に威嚇 を熊解して占

鮒 廿で屯tiL,その鴫野可能の大きさを粕 Lb

btJBに鎖g拝J蛙とは 2-1個の兵に故覆される市を意

味ナろものとする.

畦榊 l=は鵬 のものを使用し.カー事7ト
)5〇･一45¢gなfut)し.廿石上にfZせる丈でBlに凍土

2 Ft ■ 成 枝 先
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はしなかった,

釜石IALLJに於てl三浪毛形状の来決だのは柵 した5-L

欄 の文我を李朝して町Jfと田畑との臨合形のものを

促糊し,西多Ju の石衣石堤肥Jiiでは畑 と思われ
ろZd)榊 のものをIだF目した｡
平に姦石斗山では- 石缶ICT?さ5～】Ocm捉ZEの頭

i:をして書迫の小mPtBを行いその虻朋弔丘を比托し

已.

£さ 爺石の大9三
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と含む

磨

1≡

lC<x上丘x40 2tJこ¢1

85x57r 45 大塊もA
ld)x75xSD Ailのケ

13Ox85×45 血中のみ

】WxSCxtの 大bL44

)20x90xSS A &l

15Ozl00180 大功4爪

90x70x22 + 3*

75x357(23 > 3ql

eSJ(85×5O p 24]

ll5X95x4O p 3封

]〔Ox6Ox50

lCOreOx45 ■ 3由

iSX75×45 ′ 3q
45〉(lCOJJS r S甘
6Ox90)13S Ib4N
aSx75¥40 r SCr
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肺 の射石女m J潤 としその鼠帆 FPを,夫Jiqcm る｡上妃の紬 揺Atに上ればCの地は夫の如くなるが
^cm,lV亡m とし仲川兼tを Lgとすれば小暇 乾 多少知 日;臥 .ほでもろ｡LuL+m m]Jtが充分でなく
J=於てl地 衣の劫 :成立する｡

L_C-i+i.lV
2

比丘に Cは射石の軸群雄破方法等による係鞍でも

指定的でなくだEF脚 と必われろ甘合のみを持った｡

松木現に於けち HuLLlの行った粥及山本軟貨のqrt･
参考の巧UFたした｡

濃 さ

Y･ 止 む 群 兼 凍 土 辻 井 礼法 Ti: ♯

4 山 0,弘一007 0.ー 0]5 0.02-0C3
il h * LLl 0.05-006
El本七Jyト粥事JIエ也 O.CM Ob

Lil-11出 汝

jltluI

下村地政汝



m 維 持Jtの涙含

牛転に軒 T'る eゞuTTuDtle打ectの弧 は各方面珪

素CPE引 Lた如く穣めて学しいが岩石の小鞘に(必lけ

ち牛舎には棚 で丑fqされてGtろ鮒 の軒杓になら

ぬ控であ,-J｡勿軌 石に軒する悦 的旺軽は未だ少な

く虎もLL石の鼓榊 7Aは球板の皆合と芽干AなるとE

もれろので仰軒実の故地がもろ.

轍 に皆石に封する和乱臨梨を夫に列妃する｡

)4 朽 以 JL
(I) K肌 成淵 の中食の頂角はb-Iブトを

川うる取合 370附近が爺もLh･荘であるがL,町こ煤
題の適い壬,のでは之より少ない方が良いと思われるQ

(2) 附 喝の万が拙 杓でもろが丘佼経 のtgj穀
が少なく正己的で'ない｡むし仰 のもLfは年球垂の万

力;便利rLrと考えられる｡

(3) や裸形の甘合従宋支われた杖に脚

(dLSLaneeOEStAE)doEr)を奴る現生*した方が搬

lこ対してl主義に威力Z)敬い｡改 姓抜上に臥 ･た蟻台

には船 脚 f'･凍 (IltleT)が甲板訳に1=つて珪るが
FIして恥 ･た唖令にはそれらしいものは凍らず I)her

全苗が中性子とf=つて仲川した領な捗が見られろ｡

(4) 客29外8FlのtfJfL-_カーy'トを似flする塔台

被る投Jrの姐狂が必中IC.ブリ+晩 e'- ･̂餌 では

故知 ;誠故されろ｡

(5) rr桝 に】lTICrは放凸;恥 ･がt'-A級 容器

のb]推 威嚇 でも棚等の故知 ;あI),か-リブI

150Eで 33mm 雛 5枚花山のものに勤しポーj4,

拭句のものでも3枚也は光条に以迫する｡
(6) 終板hZ半球洞の成榊 を伏用すればTg言

28mm の銭坂をzr-ylト230glC鍵ALt通すろ事
は容易である.

(7) 丘屯軽輩を枚鉄に利mして rヽ手羽の脚

包を使用すればtF転の瑚 作粟に封しては敷地的であ

る｡

2.牧山に於けろ利用

(I) 亀田の小煎邑鼓に親Ini-ろには美也,客基愚
作の島から見ればあまり教条的ではたいが.瓦連に行

i雌 のもろ時,軌 串のbt用も旅 され,又覆土す

べきh一土等の供稔も配抄であろ書合には小娘 鼓に封
Lても有蚊にGEIlほれると患われる｡

(2) 重石鉄山に掛ナろ｢烏話し｣の如き特軌 等

折での佐用は棲め{柵 でもろと思われるが倍飢死の
態稔かこ多い｡

脚 に甜しては蓬莱火集合の小柳 夫氏の蝕

京に上る市が多く,又丈大下粥的蜂 ,8妊兼燕の托

氏そ03位多くの方々の珊 Ⅰ重力をfyたら顎≡甚たる
常吉を黄する女婿である.
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